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【背景】

「学生全員の学習の質の向上」を目指す新潟医療福祉大学

学習支援センターではスタディスキルズはじめ専門科目理解

のための専門基礎指導,個 別の学修相談 ・指導などを企画し

実施している.こ れらの活動は,学 生の大学内での学習や将

来の就業に向けての動機づけを高めることを企図するもので

あり,セ ンターの指導の効果を動機づけの観点から検討する

必要がある.ま た,セ ンターの指導についても指導の種類に

よる学生の差異を検討する事でよりよいサービスの提供につ

ながるものと思われる.そ こで本研究では,セ ンターの利用

形態による学生の動機づけの差異を検討する.

【方法】

平成26年 度前期にセミナーの受講者を対象にして実施の

学習の動機づけアンケー ト調査(セ ミナー及び個別指導の利

用も同時調査)結 果をもとに,セ ミナーのみの利用(個 別指

導なし),セ ミナーの利用と個別指導を利用(個 別指導あり)

に分類し,利 用形態による動機づけ得点の差異を検討した。

動機づけアンケー トは動機づけの先行研究を参考に,学 習動

機づけ尺度1)の下位尺度である 「内的動機づけ」「実用 ・職業

志向的動機づけ」「手段的学習動機づけ」の各3項 目,達成動

機づけ尺度2)の下位尺度 「社会的達成欲求」「個人的達成欲求」

「挑戦 ・成功欲求」の各3項 目，特性的 自己効力感尺度3)の

5項 目,計23項 目から構成した。項目内容については先行研

究での因子負荷量と調査目的に対する内容的妥当性から選抜

し,全 ての項 目に対して4件 法での回答をもとめた.動 機づ

けの各尺度得点について,性 別ごとに個別指導あり群と個別

指導なし群の問に差があるのかをt検 定を用いて検討した.

【結果】

期間:平 成26年3.月31日 から5.月31日.調 査数:506人

から回答を得たが,動 機づけアンケー トに対する回答に不備

があったデータを除外し,1年 生252人,2年 生116人,3年

生108人,4年 生1人,学 年不明4人 の計481人 の回答を対

象に分析を行った.全 体と男女別の利用形態による動機づけ

得点の記述得点を表1に 示す.利 用形態による動機づけ得点

に有意差およびその傾向が見られたのは,女 性の社会的達成

欲求(t(363)=1.95p〈.10),男 性の内的動機づけ(t(8.38)

=2 .87p〈.05),社 会的達成欲求(t(110)=1.74p〈.10),

挑戦 ・成功欲求(t(110)=2.25P〈.05)で あった.

【考察】

学習支援サービスであるセミナーを利用する学生と,セ ミ

ナーと個別指導の両方を利用する学生の間に動機づけの差異

またはその傾向があることが明らかにされた。女性は他者か

らの賞賛を求める 「社会的達成欲求」が高い学生がセミナー

と個別指導の両方を利用するのに対し,男 性はセミナーのみ

利用する学生の方が 「社会的達成欲求」が高い傾向が示され

た。また,男 性は,セ ミナーのみ利用している学生の勉強自

体を楽 しんでいる 「内的動機づけ」と仕事や職業,専門分野で

成功したいと考える 「挑戦 ・成功欲求」が高いことが示され

た。動機づけの高い女性がセミナーと個別指導の両方を利用

し,動 機づけの高い男性がセミナーのみを利用するという傾

向は,性 別による有効な学習支援サービスの差異や学生の性

別を考慮した学習支援サービスの提供について今後さらに検

討する必要があることを示すものである.

【結論】

学習支援センター利用の形態によって男女とも動機づけに

差異またはその傾向が認められるが,差 異の方向性が性別に

よって異なり,利 用指導については性別を考慮した上で行う

必要性が示唆された。やる気のある男子学生が個別指導のサ

ービスを受けない傾向については,今 後,学 習支援サービス

を利用 しない学生も含めた成績の変動や成績の性差について

検討し,男 子学生に対する動機づけを下げない個別学習指導

サービスのあり方を含む支援策の改善が今後の課題といえる.
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